
令和５年９月

小林市議会定例会提出議案説明書
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提案理由をご説明する前に、台風第６号

及び台風第７号により被災された方々に対し、
かたがた

心からお見舞いを申し上げます。

本市におきましては、去る８月９日の夜に

台風第６号の接近の影響により「線状降水帯」

が発生したことに伴い、１時間当たりの降水

量が観測史上最大の９３．５ミリとなる猛烈

な雨に見舞われ、災害が既に発生又は切迫

した状況にあるものと判断したことから、

災害対策本部を設置するとともに、市内全域

に警戒レベルの最も高い「緊急安全確保」を

発令し、市民の皆様に身の安全の確保を呼び
み

かけ、最大限の警戒態勢でその対応に臨んだ

ところであります。

なお、被害状況につきましては、去る８月

２５日の全員協議会でご報告をさせていただ



- 2 -

いたところですが、家屋等への浸水をはじめ、
とう しんすい

道路、農地、施設等で多くの被害が発生する
とう

とともに、市内の一部の地域におきましては、
い ち ぶ

停電や断水が一時発生するなど、市民の皆様
い ち じ

の生活に大きな影響があったところでありま

す。

現在、早期の復旧に向けて、全力で取り

組みを進めているところでございますが、

今回の災害に対する対応の検証を踏まえ、

今後におきましても、市民の皆様の生命と

財産を守るため、引き続き危機管理体制の

更なる充実を図ってまいります。
さら

次に、現在の市政運営に係る主な取り組み

等について、ご報告をさせていただきます。
とう

現在の市政運営につきましては、市議会を
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はじめ市民各位のご協力により順調に推移し
か く い

ておりますことを、心から感謝申し上げます。

まず、健幸のまちづくりについてであり
けんこう

ます。

本市の最重要施策と位置付けております
さい

健幸のまちづくりにつきましては、昨年度に
けんこう

引き続き、市民の歩くことの習慣化に重点を

置いた「こばやし健幸ポイント事業」を８月
けんこう

から開始したところですが、今年度も多くの

方々に参加をいただいているところでありま
かたがた

す。

市内では、「こばやし健幸づくり推進企業」
けんこう

の認定企業をはじめ、従業員やその家族の

健康づくりに積極的に取り組む事業所も

増えているところであり、健幸都市の実現に
けんこう
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向けて、引き続き市民総ぐるみで取り組みを
そう

進めてまいります。

次に、スポーツの振興についてであります。

令和９年に本県で、第８１回国民スポーツ

大会及び第２６回全国障害者スポーツ大会が

開催されることになっております。

本市では、バレーボールの一部や、トラン

ポリン及びウエイトリフティングに加え、

カヌーのスプリントを実施することが決定

しているところですが、これらの競技の円滑

な運営と 両大会を成功に導くことを目的に、
りょう

去る７月２６日に、「小林市準備委員会」の

設立総会及び第１回総会を開催したところで
せつりつ

あります。
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国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ

大会の開催により、市民のスポーツへの関心

が高まることで、市民の健康増進や生きがい

づくりにつながるとともに、市民の障がいへ

の理解が深まることで、障がい者の社会参加

の推進にも寄与することができるものと考え
き よ

ております。

本市が目指す「健幸のまちづくり」の実現
けんこう

や地域の活性化に向けて、市民、関係団体、

企業、行政の協働による、「オール小林」で

準備を進めてまいります。

次に、地方創生の取り組みについてで

あります。

昨年度から、本市のファン獲得や関係人口

の増加、郷土愛の醸成につなげていくことを
じょうせい



- 6 -

目的に、市民総ぐるみで本市の魅力を発信
そう

する「ハッシンコバヤシ！！」と銘打った
めい

プロモーションを展開しているところです。

この取り組みの一環といたしまして、現在、
いっかん

市 の 公 式 Ｓ Ｎ Ｓ に お い て 、「 こ ば や し
エ ス エ ヌ エ ス

スペシャル Ｐ Ｒ大使」に任命いたしました
ピーアール

ＴＨＥ ＲＡＭＰＡＧＥの吉野 北人様が
ザ ラ ン ペ イ ジ よ し の ほ く と

出演して本市の魅力を伝えるＰ Ｒ 動画を
ピーアール

配信しているところでありますが、このこと

が大きな反響を呼んでいるところです。

全国から多くの方々に市内のロケ地を訪れ
かたがた

ていただくなど、本市経済の活性化につなが

っております。

な お 、 東 京 都 の 「 新 宿 み や ざ き 館

ＫＯＮＮＥ」及び福岡市の「博多みやざき館
コ ン ネ
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ＫＯＮＮＥ」において、それぞれ７月及び
コ ン ネ

８月に本市のプロモーションイベントを開催

し、Ｐ Ｒ動画に関連する商品や物産品を販売
ピーアール

したところ、両会場とも単独のイベントとし
りょう

ては過去最高の売上げを記録したとのことで

あり、本市の認知度向上やファン獲得に向け

て、今後も更なる展開を図ってまいります。
さら

次に、商工観光の振興についてであります。

去る５月８日に新型コロナウイルス感染症

の位置づけが「５類感染症」に移行したこと

を受けて、今年の夏は市内各地で多くの
か く ち

イベントや行事が開催されており、まちに

活気が戻りつつあることを実感している

ところであります。

なお、去る８月２６日に開催した「のじり
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湖 祭」におきましては、４年ぶりの夏開催と
まつり なつ

なったところですが、市内外から多くの方々
かたがた

にご来場いただき、地元高校生が企画した

催しものやステージイベント、フィナーレの
もよお

打ち上げ花火など、大いに盛り上がりをみせ

たところであります。

また、９月９日には小林駅周辺において

「シン・こばやし夏まつり」が、９月１６日

には須木地区において台風第６号の影響で

延期となった「すき納涼花火大会」がそれ

ぞれ開催される予定となっており、引き続き

本市経済の活性化やまちのにぎわい創出に

向けた取り組みを進めてまいります。

次に、畜産業の振興についてであります。

第６４回宮崎県畜産共進会の肉用種 種 牛
にくようしゅしゅぎゅう
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の部が１０月５日に、乳用種種牛の部が１１
にゅうようしゅしゅぎゅう

月２７日に、小林地域家畜市場でそれぞれ
しじょう

開催されます。

肉用種種牛の部につきましては、去る８月
にくようしゅしゅぎゅう

７日に、西諸地域の代表 牛決定検査が行われ、
ぎゅう

本市からの出品 牛 １１頭を含む１３頭が
ぎゅう

西諸地域の代表 牛に選ばれたところであり
ぎゅう

ます。

エネルギー価格や飼料価格の高騰などの

影響により、畜産経営はこれまで以上に

大変厳しい状況に置かれているところであり

ますが、宮崎県畜産共進会における本市の

代表 牛の活躍を期待するとともに、引き続き
ぎゅう

本市の基幹産業である畜産業の振興に向けて、

取り組みを進めてまいります。
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それでは、以下、議案について、ご説明を

申し上げます。

議案第５３号から議案第６３号まで、以上

１１件につきましては、令和４年度小林市

一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算
けっさん

について、議会の認定に付するものであり
ふ

ます。

令和４年度各会計の決算につきましては、
かく けっさん

水道事業会計を除き、黒字又は収支均衡での
きんこう

決算となりました。
けっさん

以下、主なものにつきまして、概要を申し

上げます。

議案第５３号令和４年度小林市一般会計

歳入歳出決算の認定につきましては、歳入
けっさん
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総額３０６億３，１７６万９，２５６円、

歳出総額２９６億７，３１３万１，２０３円

となりました。

歳 入 歳 出 差 引 額 は ９ 億 ５ ， ８ ６ ３ 万
さ し ひ き

８，０５３円で、翌年度へ繰り越すべき財源

を差し引いた実質収支額は３億５，９５４万

２，６２４円となりました。

前年度と比較いたしますと、歳入歳出差引
さしひき

額は約１億３，０００万円の減となり、翌年
げん

度へ繰り越すべき財源が約４億３，０００万

円の増となりましたので、実質収支額は
ぞう

約５億６，０００万円の減となったところで
げん

ございます。

歳出の主なものといたしましては、ハード

事業として、社会資本整備総合交付金事業費
せ い び ひ
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約５億円、健幸のまちづくり拠点施設整備
けんこう せ い び

事業費約４，６００万円を支出し、ソフト
ひ

事業として、ふるさと納税推進事業費に
ひ

約７億９，０００万円を支出するなど、「第２

次小林市総合計画」の将来都市像の実現に

向けた各種施策を推進してまいりました。

歳入につきましては、前年度と比較いたし

ますと、繰越金が約４億７，０００万円、

寄附金が約３億３，０００万円、それぞれ

増額となった一方、国庫支出金が約１４億円、
ぞう

県支出金が約７億円それぞれ減額となりまし
げん

た。

なお、市債残高は、約２６９億円で、

前年度と比較いたしますと約１８億円の減と
げん

なりました。
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また、定額運用基金を除いた基金残高は、

約７１億円となり、前年度と比較いたします

と約６億円の増となりました。
ぞう

次に、財政指標でございますが、財政の

柔軟性を示す経常収支比率につきましては、
ひ り つ

前年度と比較いたしますと５．１ポイント

上昇し、９５．９パーセントとなりました。

この主な要因は、普通交付税及び臨時財政

対策債の減によるものであります。
げん

なお、健全化判断比率につきましては、
ひ り つ

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債
ひ り つ ひ り つ

費比率、将来負担比率のいずれも健全性は
ひ り つ ひ り つ

維持されています。

今後も、原油価格や物価高騰による財政へ
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の影響が歳入歳出の両面で懸念されるなど、

厳しい財政運営が続くものと予測されます
よ そ く

ことから、「行政の効率化に向けた取組」と

「重要課題への対応」を両立していくため、

引き続き行財政改革を着実に実行し、財政の

健全化に努めてまいります。

議案第５４号令和４年度小林市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につき
けっさん

ましては、歳入総額６４億６，５６８万

９，５５６円、歳出総額６２億６，５６１万

１，３９８円となり、歳入歳出差引額は２億
さしひき

７万８，１５８円となりました。

なお、歳出の大部分を占める保険給付費に

つきましては、前年度と比較いたしますと、

２ ， ９ ３ ７ 万 ３ ， ５ ３ ０ 円 、 率 に し て
り つ

０．７パーセントの減となりました。
げん
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今後も、特定健康診査の受診率の向上や、
りつ

保険税収納率の向上に向けた取り組みを更に
りつ さら

強化し、国民健康保険事業の健全かつ安定的

な運営に努めてまいります。

議案第５８号令和４年度小林市介護保険

事業特別会計歳入歳出決算の認定につきまし
けっさん

て は 、 歳 入 総 額 ６ ０ 億 ８ ， ６ ４ ７ 万

７，８５７円、歳出総額５８億８，０３８万

８，３０５円となり、歳入歳出差引額は２億
さしひき

６０８万９，５５２円となりました。

令和４年度は、前年度に引き続き、高齢者

保健福祉計画・第８期介護保険事業計画に

基づき、制度の円滑な運営に努めました。

また、地域包括支援センターを中心に関係
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機関が連携し、要介護者が自立した日常生活
よう

を営むことができるよう包括的な支援を行い

ました。

議案第６１号令和４年度小林市水道事業

会計決算の認定につきましては、収益的収入
けっさん

８億５１６万２，７５６円、収益的支出

８億６，２８２万７，０９５円となり、

当年度 純損失は５，７６６万４，３３９円、
じゅん

当年度未処理欠損金は２億８，４８１万
み

４３円となりました。

議案第６２号令和４年度小林市下水道事業

会計決算の認定につきましては、収益的収入
けっさん

５億４，７３５万９，４５０円、収益的支出

５億４，０３０万９，６１９円となり、

当年度 純利益は７０４万９，８３１円となり
じゅん

ました。
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議案第６３号令和４年度小林市病院事業

会計決算の認定につきましては、収益的収入
けっさん

２７億７，０９６万２円、収益的支出２７億

５３０万２，４９７円となり、当年度 純利益
じゅん

は６，５６５万７，５０５円、当年度未処理
み

欠損金は１１億６，４３６万１，１３８円と

なりました。

議案第６４号令和５年度小林市一般会計

補正予算第６号につきましては、歳入歳出
ほ せ い

それぞれ１億９，５０３万５，０００円を

増額し、予算規模は２９８億２，７２２万
ぞう

１，０００円となります。

まず、歳入につきましては、国県支出金、
くにけん

市債等を追加計上いたしました。
とう
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次に、歳出の主なものをご説明申し上げま

す。

総務費につきましては、市内地方バス路線

を運行する事業者に対し、物価高騰対策

支援金を支給するための費用等を計上する
とう

ものであります。

民生費につきましては、障がい福祉施設、

高齢者施設、保育所等を運営する事業者に
とう

対し、物価高騰対策支援金を支給するための

費用等を計上するものであります。
とう

衛生費につきましては、医療施設を運営

する事業者に対し、物価高騰対策支援金を

支給するための費用等を計上するものであり
とう

ます。
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農林水産業費につきましては、畜産農家に

対する優良肉用雌牛購入資金の貸付金の増額
めすうし ぞう

等を計上するものであります。
とう

商工費につきましては、プレミアム付商品
つき

券の追加発行に要する費用や、すきむらんど

にアクティビティセンターを整備するための
せ い び

用地測量を行う費用等を計上するものであり
とう

ます。

土木費につきましては、７月の梅雨前線
ば い う ぜんせん

豪雨の影響で市道の補修箇所が増加したこと
か ぞう

等に伴い、市道の維持補修に要する費用等を
とう とう

計上するものであります。

教育費につきましては、南地区体育館等の
みなみ とう

照明施設をＬＥ Ｄ 照明に改修するための
エルイーディー

費用等を計上するものであります。
とう
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災害復旧費につきましては、７月の梅雨
ば い う

前線豪雨により被災した、林道の復旧に
ぜんせん

要する費用を計上するものであります。

なお、職員人件費につきましては、それ

ぞれの費目で所要額の調整を行うものであり

ます。

また、自然災害防止 急傾斜地崩壊対策事業
きゅう ほうかい

費につきましては、事業の完了が翌年度に

わたることが見込まれることから、繰越明許
めいきょ

費として予算計上するものであります。

議案第６５号令和５年度小林市農業集落

排水事業特別会計補正予算第１号につきまし
ほ せ い

ては、一般会計と同様に、職員人件費の所要

額の調整を行うものであり、歳入歳出それ
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ぞれ４０８万２，０００円を増額するもの
ぞう

であります。

議案第６６号令和５年度小林市介護保険

事業特別会計補正予算第１号につきましては、
ほ せ い

令和４年度事業の精算に伴う国県支出金の
くにけん

返 還 金 等 を 計 上 し 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
と う

９，２８４万８，０００円を増額するもので
ぞう

あります。

議案第６７号令和５年度小林市水道事業

会計補正予算第１号につきましては、収益的
ほ せ い

支出において、消費税及び地方消費税の減に
げん

伴う営業外費用８万２，０００円を減額する
がい げん

とともに、特別損失９０万円を増額するもの
ぞう

であります。

議案第６８号令和５年度小林市下水道事業
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会計補正予算第２号につきましては、収益的
ほ せ い

収入においては、消費税及び地方消費税還付
か ん ぷ

金の増に伴う営業外収益２２万１，０００円
ぞう がい

を、収益的支出においては、下水道事業経営

戦略改定支援業務委託料等の支出の増に伴う
かいてい とう ぞう

営業費用等２４３万円を増額するものであり
とう ぞう

ます。

議案第６９号令和５年度小林市病院事業

会計補正予算第１号につきましては、収益的
ほ せ い

支出において、一般病棟における夜間看護
か ん ご

補助体制を整えるための費用として、医業

費用１，０２９万６，０００円を増額する
ぞう

ものであります。

議案第７０号小林市固定資産評価審査委員

会条例の一部改正につきましては、固定資産
かい

課税台帳に登録された価格に不服がある場合
か か く
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の審査の申出等の手続に係る押印等の義務
とう とう

付けを廃止するため、所要の改正を行うもの

であります。

議案第７１号職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部改正につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症対策に係る感染症業務手当の

支給の特例を廃止するため、所要の改正を

行うものであります。

議案第７２号小林市使用料の徴収に関する

条例の一部改正につきましては、小林市

コワーキングスペースに設置したミーティン

グスペースの利用について使用料を徴収する

ため、所要の改正を行うものであります。

議案第７３号 公 の施設に関する条例の
おおやけ

一部改正につきましては、小林市立栗須
く り す
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保育園を民営化するに当たり、その用途を

廃止するため、所要の改正を行うものであり

ます。

議案第７４号小林市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
がた

を定める条例の一部改正につきましては、

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合
とう

的な提供の推進に関する法律の一部改正が

施行されることに伴い、所要の改正を行う

ものであります。

諮問第３号から諮問第５号までの人権擁護

委 員 の 候 補 者 の 推 薦 に つ き ま し て は 、
す い せ ん

楠元 充子氏、有馬 泰子氏、村田 道子氏
くすもと み つ こ あ り ま た い こ む ら た み ち こ

を人権擁護委員の候補者として法務大臣に

推薦することについて、議会の意見を求める
すいせん

ものであります。
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以 上、よろしくご審議のほどお願いを

いたします。


